
岩国労働者反戦交流集会

２０２１基調



コロナ・パンデミック

医療崩壊

▲読売新聞８/１３

療養者総数 入院者数 入院できなかった人

6月30日 16213 6431 9782

7月7日 15464 5888 9576

7月14日 19618 6564 13054

7月21日 29152 8185 20967

7月28日 45539 10681 34858

8月4日 90601 15075 75526

8月11日 128315 18809 109506

8月18日 166328 21590 144738

8月25日 211157 24247 186910

9月1日 206000 24494 181506

9月8日 158648 22926 135722
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第5波 入院できた人・できなかった人（厚労省の統計データより作成）

療養者総数 入院者数 入院できなかった人

新型コロナ患者→ほとんど入院できず（上図）
自宅療養者が多数発生（左図）
その結果は…
厚労省の発表によれば
今年1月から9月15日（第5波ピーク後）の自宅療養中の死亡者122人
その原因は新自由主義による医療・福祉の切り捨て



不十分な補償

・一律10万円 →2年も暮らせる？

・休業補償 →会社だより。手続しない会社も。

→のちに労働者が直接請求できるように

・持続化給付金 →100万円。当初フリーランスは対象にならず。

・住宅確保給付金→当初6か月、ずるずる延長9月末まで。

→生活再建できるの…

岸田政権は再給付を提案しているが、

失業者等の生活再建には程遠い。



一方資本は…

リモートワーク導入→労働時間管理の溶解。

ワークライフバランスではなく

ワークとライフの境界線の溶解。

↕

医療・福祉・物流などの労働者→リモートワークできない

エッセンシャルワーク 低賃金・低待遇・人手不足

（不可欠な仕事）

…ほめても金は出さんよ（ｂｙ資本家）



矛盾だらけ…

人流を抑えろ。夜の街で飲むな。⇔

あれ…!?
東京オリンピック開催期間7月23日～8月8日→第5波ピーク9月上旬



命よりカネが大事…

庶民の暮らしを支える支援は不十分

↕

しかし、コロナ経済対策で金融はダブつく→不況下の株高

東証平均株価 2019年夏（コロナ前） 2万円台

2021年9月（第5波ピーク）3万円を突破

富める者はますます富み、

貧しいものはますます貧しくなる



相互監視と同調圧力

自粛警察・新型コロナ感染者差別・排外主義

↓

人々の不安が動員される

「緊急事態条項をつくるために改憲しましょう」

（ｂｙ自民党議員）

ほかにやることあるだろうがよ！



権力の腐敗

森友学園・加計学園・桜を見る会ーアベ

総務省接待問題 ースガ

→権力ごり押しの疑惑隠し。何も解決していない。

新型コロナ対策の失敗で菅、政権を放り出し

→人々の命と健康はどうなる？

カネより命の政治は私たち自
身の闘いにかかっている



10/31総選挙結果
10月31日衆院選結果

与党系 獲得議席 増減

自由民主党 261 15減

公明党 32 3増

与党系無所属 3 4減

与党計 296 16減

野党共闘系

立憲民主党 96 13減

国民民主党 11 3増

れいわ新撰組 3 2増

社会民主党 1 増減なし

日本共産党 10 2減

野党共闘系無所属 6 2増

野党共闘計 127 8減

日本維新の会 41 30増

その他 1 1減

甘利小選挙区落選、石原伸晃落選など
自民15議席減
ところが、野党共闘側も8議席減
日本維新の会が3倍増の41議席
真の最大多数は無投票
投票率５５．９３％
結果
・自公絶対安定多数
（議会の委員長ポスト独占）

・自公維で改憲発議の2/3ラインを超える

結果や投票率の低さは民衆の側の運動
の力の弱さの反映。政党だより、風だよ
りの野党共闘では勝てない。



日米軍事一体化、軍事強化

•与那国島 自衛権監視部隊

•宮古島、石垣島、沖縄島、奄美大島 自衛隊ミサイル部隊

•馬毛島 FCLP訓練移転先（米軍）、物資集積基地（自衛隊）

•辺野古新基地建設 日米共同使用？

•新田原・築城基地 日米共同使用

•京丹後 米軍Xバンドレーダー

•佐世保 自衛隊水陸機動団

•首都圏のオスプレイ、全国化する低空飛行訓練



各地の市民の闘い
宮古

築城2の日行動
(西日本新聞）

佐世保(反基地運動ニュースより)

横田

京丹後



辺野古では…

東京新聞より

サンゴ移植問題
高水温時のサンゴ移植→死滅の危険性
ところが防衛局、真夏に移植を強行
沖縄県直ちに移植許可を停止
例によって司法は防衛局を追認
すでに移植先サンゴに被害が…

遺骨土砂問題
市民の反対や外来生物駆除の問題で
辺野古埋め立て土砂の確保ができない
→沖縄県内からの確保に切り替え
→沖縄島南部からも⇔沖縄戦の激戦地
沖縄戦の犠牲者の骨で軍事基地をつくるのか！



軍隊で平和は築けない

ミサイルでは新型コロナ
ウィルスは撃ち落とせない
基地強化よりも防災強化を！

軍事強化よりも医療の充実を！！



岩国基地の位置

岩国

横田

沖縄

台湾

与那国、宮古、石垣

奄美

中国

朝鮮民主主義人民共和国

岩国基地
滑走路と港湾を備える

↓
戦時、平時貫いて展開
のハブ

星州
THAAD

京丹後
Xバンドレーダー

築城

佐世保 新田原



ハブ基地IWAKUNI

岩国航空基地→アメリカ海兵隊所属（海上自衛隊が居候）

もともとは上陸支援の航空部隊を配備

しかし…

アメリカ海兵隊空中給油機部隊

第7艦隊艦載機部隊→アメリカ海軍

オスプレイ陸揚げ→アメリカ海兵隊・空軍、航空自衛隊

とうとうアパッチ攻撃ヘリまで…→アメリカ陸軍

アメリカ４軍、自衛隊までそろい踏み



アメリカ海兵隊曰く…

岩国基地は１００台以上の貨物と４機
の米陸軍AH-64アパッチの陸揚げを支
援した。陸揚げされたアパッチ４機は
安全確認終了後、残りの訓練に参加す
るために岩国基地から離陸した。この
後方輸送支援は、岩国基地が、陸揚げの
ための港湾施設と航空施設の両方として
機能できることを示している。（岩国航空
基地FBより）

写真はオリエントシールド21ー２に参加したアパッチ攻撃ヘリ



アメリカの戦略の変化
経済的、軍事的実力の低下
→アメリカ１国では覇権維持できず
→中東撤退とインド太平洋の確保
同盟国の動員
日本、韓国、オーストラリア、遠く
ヨーロッパの国々まで



日米安保の変質

かつて 米軍が全面で戦う

自衛隊は後方支援

米中対立

アメリカの戦略変化

いま 自衛隊が最前線へ

岩国は日米両軍のかなめ

２０２０年度
自衛隊の多国間軍事演習
計８５回 月平均７回
相手国
アメリカ ４９回
（ただし、小規模なもの除く）
EU ３回
オーストラリア ２回
インド ２回
パキスタン ２回
その他の参加国
インドネシア、シンガポール、
ベトナム、フィリピン、スリラン
カ、イギリス、カナダ、スペイ
ン、フランス、ドイツ、ベル
ギー、ニュージーランド、韓国



岩国市民の粘り強い抵抗

愛宕山見守りのつどい

裁判

爆音訴訟→飛行差し止めは実現できず

→しかし、先の判決を研究して

第２次訴訟を追求

公費出張問題→市民の税金で反オール沖縄候補の選挙応援

岩国は日米安保 ＝ 反戦反基地側に
の重要拠点 とっても重要拠点



労働運動の闘い

最低賃金全国一律１，５００円

外国人技能実習生問題

産別建設の闘い（全港湾、全日建）

↓

日本社会の労働者が直面する重要課題

↓

ゆえに…弾圧が襲い掛かる



関生弾圧

大阪事件
雇用関係がなければ刑事免責されない
→産別労組の否定
京都事件
団交せずに裁判せよ→労働運動自体の否定

何としてもはねかえそう❕



拡大する弾圧

韓国サンケン労組支援→支援者逮捕・起訴・長期拘留

申し入れ、抗議行動→家宅捜索、任意同行

宣伝行動、抗議行動、集会への監視

韓国でも民主労総委員長が逮捕

民衆の命と暮らしを守るため

屈するわけにはいかない！団結を‼



国際連帯で闘おう

無権利状態のアジア・アフリカの労働者

先進国で働くあらゆる形態の移民労働者

低賃金と危険を負担させられる

”エッセンシャルワーカー”

おかれた場所は違っても資本との

対峙の下でつながっている

分断乗り越え国際連帯で闘おう



労働者反戦闘争で闘おう

労働者の自覚は闘いの中で生まれる

労働者反戦闘争＝資本による戦争攻撃への自覚をつくる

岩国市民、各地の反基地運動、全国の労働運動の仲間と
の連帯、闘争、交流

↓

資本の分断攻撃に打ち勝つ力に

岩国からこの闘いを進めよう


